
 

 

 

2025年度（令和 7年度）事業報告 

Ⅰ 第３次長門市観光基本計画の具現化に向けた事業展開 

１. 地域経済の視点に立った観光の創出 
（１）新たな観光商品の実現 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 
ながと体験プログラム「ナガトリップ」の企画・販売を行い、消費単価の向上につながる   

取り組みを実施した。 
    KPI：着地型旅行商品（販売単価目標）3,637 円 ⇒実績：2,327 円 

○デジタル観光戦略推進事業 

・毎月のサイトレポート+広告企画ごとのデータ検証による経験が積み上がった。 

・広告流入の増加により UU は大きく伸びた。一方で低関心ユーザーの流入増により    

ENG 率が低下した。 

 

（２）着地型観光・地域旅商品の造成とＰＲ 
○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

ながと体験プログラム「ナガトリップ」を実施 

メニュー数 65／参加人数 1,846 人／催行件数 826 件 

目標 UU：36,000             ⇒実績：36,875 

目標エンゲージメント率：63％ ⇒実績：51.47％ 

○情報発信事業 

主に SNS での発信に取り組み、ユーザーの反応からノウハウを積み上げた。 

 

（３）長門市観光コンベンション協会の機能強化 
○地域活性化起業人業務遂行事業 【 拡充事業 】 

長門市観光に関する各種データ（国内 OTA 宿泊データ、観光満足度調査、住民満足度調査、

外国人満足度調査等）について、継続的な収集を行うとともに、それらの分析・共有・戦略

立案までを一体的に推進できる EBPM な組織体制の構築を実施した。 

KPI：満足度調査データ発信 12 回／年 ⇒実績：12 回／年 

      観光関連団体講演.   4 回／年 ⇒実績：15 回／年 

   KGI：日帰り旅行単価……….12,000 円 ⇒実績：10,921 円 

      宿泊旅行単価………….50,000 円 ⇒実績：48,204 円 

○デジタル観光戦略推進事業 

グルメマップ企画で得られたデータや知見が各事業の企画や検証に活かされた。 

 

（４）外国人観光客の誘致 
○ながと国際観光推進事業 【 新規事業 】 

旧多言語サイトにおける課題点を踏まえ、サイト運用の簡易化及びデータ収集・分析を可

能とする多言語サイトに刷新。運用簡易化に伴い更新頻度を高め、ユーザー需要の向上を

目指した。また、流入促進広告ではターゲット国のデータ収集と分析を実施し、A/B テス

トによってより効果的な広告配信パターンを検証した。受入体制整備においては、市内事

業者向けに助成金事業を実施し、インバウンド向けの環境整備を図る事業者を支援した。 

 



 

KPI：（WEB サイト）UU：24,000.          ⇒実績：225,392 

セッション数：31,200 ⇒実績：290,469 

PV 数：55,200.        ⇒実績：352,712 

ENG 率：58%        ⇒実績：38.4% 

KGI：訪日外国人の宿泊客数：16,000 人.     ⇒実績：17,321 人 

○クルーズ船等誘致事業 

市内の飲食店等に寄港を周知し、割引等の乗船客に対するサービス提供の協力依頼を行い

9 件のご協力をいただいた。市内を周遊する仕組みづくりに関しては、乗船予定の方から

パンフレットの依頼やレンタカー・レンタサイクルの予約につなげた。 

 

 （５）持続可能な観光に向けた事業推進の検討 

日本版持続可能な観光ガイドラインに基づき、観光関連データの収集・分析・共有体制を整

備し、データドリブンな観光マネジメントを推進している。観光客及び住民満足度の継続的

把握により、モニタリングと合意形成の基盤も概ね整備された。 
 

２．広域で経済を回す仕組みづくり 
（１）元乃隅神社や温泉地の観光拠点を周遊する仕組みづくり 

○地域活性化起業人業務遂行事業、デジタル観光戦略推進事業 【 拡充事業 】 

・市内を 6 エリアに区分し、各エリアにおけるプロモーション体制を整備した結果、エリア

内外の周遊を促進する仕組みを構築した。 

・SEO 対策記事のテーマとして周遊促進記事を数本制作し、Web 広告などを通じて今後の記

事制作や PR につながるデータ収集を行った。 

 

（２）広域連携体制の強化 
○地域活性化起業人業務遂行事業 

せとうち DMO 及び山口県観光連盟との連携や、「長州路観光連絡会」「ながと路観光連絡

協議会」におけるデジタルマーケティングの推進を主導し、DMO の中核的役割を担いなが

ら、各自治体・関係団体との連携強化及び広域周遊の促進を図った。 

 

３．新たな長門の魅力の創出 
（１）ながとの「食」や「土産物」の新たな魅力創出 

○山口県観光連盟 ご当地「プラチナ観光グルメ」開発事業 【 新規事業 】 

グルメマップを作成。掲載内容については、公平性・公共性を担保する観点から特設

サイトにおける投票を実施し、その結果をランキング形式で可視化することで、利用

者視点に基づいた情報発信を実現した。  

 

（２）長門らしいツーリズムの推進 
○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

・アウトドア体験プログラムを造成（メニュー数 41／参加人数 987 人／催行件数 136 件） 

・モンベルのネットワークを活用し情報発信を行った。 

・宿泊施設と連携した商品を造成（漁船で満喫漁火夜焚きイカ釣りツアー（宿泊プラン）） 

○スポーツ合宿誘致事業 

観光閑散期の誘客と交流人口の拡大及び地域の活性化を目指すことを目的に、市外スポー

ツ競技団体及び学生ラグビー競技団体の合宿誘致を行った。 

 

 

 



 

社会人スポーツ合宿／0 人 

     学生スポーツ合宿／347 人 

     学生ラグビー合宿／265 人 

 

 （３）文化・伝統を生かした観光事業 
○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

歴史や文化の魅力を活かした体験プログラムを造成 

メニュー数 18／参加人数 410 人／催行件数 44 件 

○情報発信事業 

SEO 対策記事のなかで、周遊促進コンテンツを作成 

 

 （４）話題性のある観光関連事業の展開 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

高単価プログラムを造成（メニュー数 4／参加人数 3 人／催行件数 3 件） 

○情報発信事業 

主に SNS にて商品の魅力紹介を投稿、反応によって出し方・見せ方のチューンナッ

プを行った。 

 

４．情報発信の強化 
（１）戦略的な情報発信 

○情報発信事業 【 拡充事業 】 

▽市内全体を見通した広報/広告運用 

・PR 会議により 6 地域から広告企画を募り、実施からデータ取得、次の打ち手の検

討まで行った。 

・毎月サイトアクセスデータをまとめ、会員などに情報共有を図るとともに、広告で

得られたデータ・知見も併せて様々な取り組みに反映させた。  

○デジタル観光戦略推進事業 
▽ななびサイト 

・目標 UU：900,000            ⇒実績：995,405（R6：約 750,000） 

・目標エンゲージメント率：65% ⇒実績：56.12%(検索エンジンからの流入は 68.77%) 

           （R6：65.04%） 

・毎月サイトアクセスデータをまとめ、会員などに情報共有を図るとともに、広告で

得られたデータ・知見も併せて様々な取り組みに反映させた。  

▽ななび SNS(Instagram) 

・目標フォロワー：13,000       ⇒実績：16,723 （R6：10,000） 

・目標インタラクション(ENG)：3,000 ⇒実績： 5,642 （R6：約 2,600） 

 

 （２）周遊促進に向けた「旅ナカ」の情報発信強化 
○情報発信事業、デジタル観光戦略推進事業 

SEO 対策記事の中で「旅ナカ」コンテンツを作成し、データ収集するとともに、以前

から存在するページのブラッシュアップを行った。 

 

５．情勢の変化への対応と対策 

（１）観光事業者への総合的な支援 
○情報発信事業 【 新規事業 】 

「プレミアム宿泊券」第一期、第二期ともに早期に完売することができた。 

旅ナカ情報の強化により、周遊促進を目的とした情報発信を行った。 



 

（２）シビックプライド醸成による観光人材の育成 

○観光コンシェルジュ、ガイド会事務局 

・ガイド会事務局運営 

  情報共有、ガイドスキル向上を目的にガイド学習会を開催するとともに、ガイドウォーク

受付及びガイド手配を行った。 

・ながと観光コンシェルジュ運用 

  観光列車「〇〇のはなし」車内おもてなしイベント従事（R8.1 月～3 月 計 9 回） 

  音信川うたあかり「うたあかりさんぽ」企画 

・観光資料のテキスト化 

  ガイド会学習会及びながと観光コンシェルジュ活動説明会時にテーマにそった資料を作成、

共有を図った。 

 

 ６．ながと観光の質と魅力の磨き上げ 
（１）「長門温泉郷」の魅力を活かした取り組み 

○地域活性化起業人業務遂行事業、デジタル観光戦略推進事業 【 拡充事業 】 

・市内を 6 エリアに区分し、各エリアにおけるプロモーション体制を整備した結果、エリア

内外の周遊を促進する仕組みを構築した。 

・PR 会議による発信企画や SEO 記事の中で各温泉地の話題を取り上げ、認知度向上や誘客

促進に寄与した。 

 

（２）長門湯本温泉観光まちづくり事業の推進 
○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

長門湯本温泉の関係団体等と連携した体験プログラムを造成 

      メニュー数 5／参加人数 242 人／催行件数 7 件 

○情報発信事業 

SEO 記事制作や広告展開のほか、PR 会議の長門湯本温泉企画により観光客数の増加

に寄与した。 

 

 （３）俵山温泉の活性化に向けた取組強化 
・「ONSEN・ガストロノミーツーリズム」の実施・支援 

・一般社団法人俵山みらいデザインへの理事としての参画・運営サポート 

○情報発信事業 

SEO 記事制作や広告展開のほか、PR 会議の俵山温泉企画により観光客数の増加と  

ともに今後の発信に活かすデータ収集を行った。 

 

 （４）仙崎地区周遊促進の仕組みづくり 
○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

仙崎地区周辺の関係団体等と連携した体験プログラムを造成 

メニュー数 8／参加人数 542 人／催行件数 84 件 

○情報発信事業 

PR 会議の企画により観光客数の増加に貢献するとともに、イベントのブラッシュアッ

プにつながるデータ収集を行った。 

 

 （５）観光地の景観保全 
持続可能な観光の観点における取組は、十分に実施するには至らなかった。 

 

 



 

 （６）二次交通・三次交通の整備 

○観光旅行者市内周遊促進事業 

レンタカー事業運営 

目標利用件数／100 件 ⇒実績：101 件 

利用日数／172 日  利用割合／関東 29％ 九州 16％ 中部 15％ 

○レンタサイクル事業 

目標利用件数／550 件 ⇒実績：658 件 

○地域旅ブラッシュアップ推進事業、地域旅事業 

周遊観光タクシー 利用件数／259 件 

○情報発信事業 

二次交通情報ページや市内周遊コンテンツのブラッシュアップによりデータ 

収集を行った。 

 

 

Ⅱ 会議等の実施 

 ◎第 1回正副会長会議 

  開催日：令和 7 年 5 月 14 日（水） ／場所：俵山温泉閣 

 ◎第 1回理事会 

  開催日：令和 7 年 5 月 14 日（水） ／場所：俵山温泉閣 

◎第 2回正副会長会議 

  開催日：令和 7 年 6 月 5 日（木）  ／場所：油谷湾温泉ホテル楊貴館 

◎令和 7年度定時総会 

  開催日：令和 7 年 6 月 5 日（木）  ／場所：油谷湾温泉ホテル楊貴館 

◎第 2回理事会 

  開催日：令和 7 年 6 月 5 日（木）  ／場所：油谷湾温泉ホテル楊貴館 

◎第 3回正副会長会議 

  開催日：令和 7 年 7 月 15 日（火） ／場所：センザキッチン会議室 

◎第 4回正副会長会議 

  開催日：令和 7 年 10 月 10 日（金）／場所：ルネッサながと会議室 

◎第 3回理事会 

  開催日：令和 7 年 10 月 10 日（金）／場所：ルネッサながと会議室 

◎第 5回正副会長会議 

  開催日：令和 7 年 12 月 15 日（月）／場所：長門市中央交流プラザ 

◎第 4回理事会 

  開催日：令和 7 年 12 月 15 日（月）／場所：長門市中央交流プラザ 

◎第 6回正副会長会議 

  開催日：令和 8 年 3 月 11 日（水） ／場所：ルネッサながと会議室 

◎第 5回理事会 

  開催日：令和 8 年 3 月 11 日（水） ／場所：ルネッサながと会議室 


